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(57)【要約】
【課題】本発明は、航空機用レドーム（１）に関し、よ
り具体的には前記レドームを前記航空機の構造体に接続
するための装置に関する。
【解決手段】本発明の主題であるレドームは、航空機の
機体（１０）とレドーム（１）の対向する面同士を接合
可能な複数のロッキングユニットを含み、前記ユニット
の各々が、
　－取付手段を介して、前記機体の表面に対して略垂直
方向に、前記表面に牽引力を発揮可能なロッキング手段
（２０）と、
　－前記機体及びレドームの対向する面に対して略接線
方向のせん断力に耐えることが出来るセンタリング手段
とを含み、
　－前記ロッキング手段（２０）は、前記レドーム（１
）内のアセンブリによって発生する曲げ応力を最小にす
るように前記センタリング手段にかかる合力の円錐内に
位置するように配置される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　航空機用レドーム（１）であって、航空機の機体とレドーム（１）の対向する面同士を
接合可能な複数のロッキングユニット（３０）を含み、前記ユニット（３０）の各々が、
　－取付手段を介して、前記機体の表面に対して略垂直方向に、前記表面へ牽引力を発揮
可能なロッキング手段（２０、２１、７０、７１０）と、
　－前記機体とレドームの対向する面に対して略接線方向のせん断力に耐えることが出来
るセンタリング手段（４０、５１０）とを含み、
　－前記ロッキング手段（２０、２１、７０、７１０）は、前記レドーム（１）内のアセ
ンブリによって発生する曲げ応力を最小にするように前記センタリング手段（４０、５１
０）にかかる合力の円錐内に位置するように配置される、レドーム（１）。
【請求項２】
　前記レドームの構造体に、前記機体（１０）と接合する端部から延びる長手方向スロッ
ト（２００、１００）を含む請求項１に記載のレドーム。
【請求項３】
　前記レドームの構造体に、前記機体との接合部分の端部から延び、前記端部の円周上に
配置された複数の長手方向スロット（２００、１００）を含み、前記ロッキングユニット
（３０）の各々が、レドームに固定されスロットの両縁部にわたる剛性支持面を含む請求
項１に記載のレドーム。
【請求項４】
　前記機体（１０）と接合する端部から、前記各ロッキングユニット（３０）の下に及ぶ
モノリシック周縁領域（１１）を含み、前記レドームのその他の部分（１２）がハニカム
構造体から形成される請求項３に記載のレドーム。
【請求項５】
　前記周縁領域（１１）が、接合部分端の平面（１０）に、前記機体に固定された変形可
能シール（８０、８１）の端部を収容可能な溝（１１０）を含む請求項４に記載のレドー
ム。
【請求項６】
　前記センタリング手段は、前記機体との接合部分を含む平面に配置され且つ前記レドー
ムが閉鎖位置にある時に前記機体に接続されたリセプタクル（５１０）に嵌着するセンタ
リング装置（４０）を備える請求項１に記載のレドーム。
【請求項７】
　前記ロッキング手段が、ロック位置にある時、前記機体に接続されたピン（７１０）に
力を及ぼすフック（２１）を有するロッキング装置（２０）を備える請求項６に記載のレ
ドーム。
【請求項８】
　前記機体との前記フックの接続点（７１０）と前記ロッキングユニット上の前記センタ
リング装置のベアリング点（４１０）との間の前記機体の長手軸上の距離が、３０ｍｍ以
下である請求項７に記載のレドーム。
【請求項９】
　少なくとも２つのロッキングユニットが、前記機体に対して前記レドームを事前位置決
めするための装置を備え、この装置がエラストマー製ワッシャ（９１）に嵌着するピン（
９０）を備える請求項１乃至８のいずれか１項に記載のレドーム。
【請求項１０】
　前記複数のピン（９００）の少なくとも２つが、前記接合部分の平面に略平行な軸に沿
って前記レドームを連結するように設計されたフック形状を有する請求項９に記載のレド
ーム。
【請求項１１】
　－前記レドームの端部に機械加工によって複数のスロット（２００、１００）に切り込
みを入れるステップと、
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　－前記レドームの端部をテンプレートに配置し、接合部分端の形状及び周長をテンプレ
ートに適応させるステップと、
　－前記レドームの端部の形状を固めるように前記レドームが前記テンプレート上にある
間に前記各スロットに沿って複数のロッキングユニット（３０）を固定するステップと
を含む、請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の複合材料のレドーム（１）の製造方法
。
【請求項１２】
　－ハニカムコアによって分離される２つの熱可塑性又は熱硬化性のマトリクス複合パネ
ルによって構成される前記レドームの形状に複合構造体（１２）を成形するステップと、
　－この構造体の端部にモノリシックリング（１１）を接合するステップと、
を含む請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２のいずれか１項に記載のレドームを備える航空機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、航空機用レドームに関し、より具体的にはレドームを航空機の構造体に接続
するための装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ほとんどの航空機、より具体的には民間航空輸送機は、機体のノーズコーンに位置する
レドームを含む。空気力学的役割に加えて、このレドームはレーダを保護する。結果的に
、レドームは電磁波を通すことが出来る材料、一般的には複合材料からなる。レドームの
これらの機能のために、レドームの設計及び製造にはいくつかの制約が課される。即ち、
　－レドームの下側に位置するレーダへのアクセスを可能にするために、レドームが、取
り外し可能なものでなくてはならず、容易に取り外し又は取り付け（ｒｅｔｒａｃｔ）可
能なものであると有利であること、
　－レドームにはレーダを保護するという役割があり、特にあらゆる衝撃にさらされる領
域に位置するため、レドームは、特に耐久性がなくてはならず、また、機体への接続同然
に、気密性がなくてはならないこと、
　－レドームが機体と完全には水平でないがために気流に乱気流が発生するのを回避する
ために、レドームがノーズコーンにおいて空気力学的に位置するように、機体の形状に完
全に調和しなければならないということが課される。
【０００３】
　これらの要件は色々な意味で相矛盾する。例えば、透磁率のためには複合材料で製造す
ることが有利である。しかし、耐衝撃性という制約事項にふさわしい耐荷重層（ｐｌｉｅ
ｓ）の形状及び定義の複雑さによって、硬化後のアセンブリが複雑に変形したり、レドー
ムの形状を機体の形状に適応させることが困難になったりする。この適応は、二重曲率形
状や高剛性部品が存在する場合には更に複雑である。
【０００４】
　先行技術によれば、基本的に、これらの様々な要件を折衷する２つの方法が用いられる
。１つ目の方法は、機体との接合部分におけるレドーム内に剛性金属フレームを組み込み
、前記フレームの形状を高精度に製造し、機体側の接合部分の形状に適応させる。この構
成はその製造精度のためにコストがかかり、また金属部品が存在するため質量に関し悪影
響を及ぼす。しかし、この周縁領域の剛性によって、開放機構を設置することが出来るよ
うになり、その開放機構の運動学によって、レドームを取り外すことなくレーダに迅速に
アクセスすることが容易になる。
【０００５】
　別の方法は、本出願人名義の特許文献１に記述されているが、剛性部品を含まないフレ
キシブルなアセンブリ接合部分を製造し、その円周上に複数の固締具を配置することによ
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って機体に接続する。この構成から、接合部分の柔軟性により、複数の固定具を用いた機
体の形状に順応させるという利点が得られる。一方、１つ目の方法と比較して、レドーム
を開閉する都度、複数の固締具を外したり締めたりしなくてはならないため、レドームを
取り外す及び／又は開放するためにより長い時間を要する。これらの固締具は、特にレド
ームと機体端部との間の接合部分におけるレドームの柔軟性を補償するために多数配置さ
れる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】欧州特許第１６４２１３９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、質量の点で不利益をもたらすことなく迅速に開放又は取り外し可能である点
を維持しつつ、機体に適合し且つ水平になるよう向上させた嵌着／開放装置と連携する構
成を有するレドームを提案することによって、先行技術の欠点を改善することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的を達成するため、本発明は航空機用レドームを提案し、このレドームは、航空
機の機体とレドームの対向する面同士を接合可能な複数のロッキングユニットを含み、前
記ユニットの各々が、
　－取付手段を介して、前記機体の表面に対して略垂直方向に、前記表面に対して牽引力
を発揮可能なロッキング手段と、
　－前記機体とレドームの対向する面に対して略接線方向のせん断力に耐えることが出来
るセンタリング手段とを含み、
　－前記ロッキング手段は、前記レドーム内のアセンブリによって発生する曲げ応力を最
小にするように前記センタリング手段にかかる合力の円錐内に位置するように配置される
。
【０００９】
　このように、前記レドームにおいて、特に、レドームと機体との接合部分で曲げ応力を
最小にすることによって、レドームが前記機体の形状に対して完全に水平になるように順
応する柔軟性を有することが出来、レドームを嵌着／取り外しするために多大な時間がか
からないようにロッキングユニットの数を減少することが出来る。
【００１０】
　本発明は、以下に記述する複数の有利な実施形態に従って実施可能であり、これらの実
施形態は単独でも技術的に効果的な任意の組み合わせにおいてでも考慮することができる
。
【００１１】
　本発明の主題であるレドームは、レドームの構造体に、機体と接合する端部から延びる
長手方向スロットを含むと有利である。
【００１２】
　このようにして、前記接合部分の柔軟性を増加させることが出来る。
【００１３】
　特に有利な実施形態によれば、レドームは、レドームの構造体に、機体との接合部分の
端部から延び、前記端部の円周上に配置された複数の縦方向スロットを含み、前記複数の
ロッキングユニットの各々が、レドームに固定されスロットの両縁部にわたる剛性支持面
を含む。
【００１４】
　このように、これらのスロットの存在によって、機体との接合部分を形成する前記レド
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ームの端部における形状及び周長の両方に適応性をもたらすことができ、これにより、前
記レドームの前記接合部分の端部において、２つの構造体を完全に水平に且つ適応させる
が出来る。
【００１５】
　スロットの数は、機体と接合する端部の形状、性質、及び剛性に従って、この端部の形
状及び周長の両方において適応可能な力量次第で決定される。実際には、スロットの数は
、必要に応じて試作品試験を含めた数値シミュレーションによって確定される。
【００１６】
　スロットの両縁部にわたる一面を有するロッキングユニットはブラケットとして機能し
、接合部分の構造的連続性を確保することが出来、且つ、一旦接合部分を適合すると、力
の流れがスロットを通過せずに消散させることを可能にする。この構造的役割をロッキン
グ機能と組み合わせることで、スロットの存在下で特定の荷重支持ブラケットによって追
加される質量を制限することができる。
【００１７】
　本発明の主題である前記レドームは、有利に、前記機体と接合する端部から、各ロッキ
ングユニットの下に及ぶモノリシックな周縁領域を含み、レドームのその他の部分はハニ
カム構造体から形成される。このモノリシック領域は、構造体の残りの部分と共硬化（ｃ
ｏ－ｃｕｒｅｄ）すると有利であり、その結果、レドームの端部に剛性をもたらし、従っ
て限られた数のアンカーポイント、及び開放又は閉鎖（ｒｅｔｒａｃｔｉｏｎ）のための
単純化したオプション、特にヒンジによって、レドームを適切な位置に保持することが出
来るようになる。先行技術とは異なり、この剛性周縁領域は、特別精密に製造されるもの
ではなく、複数のスロットによって機体に適応可能であり、これによって、前記レドーム
は経済的に製造することが可能になる。
【００１８】
　この剛性周縁領域を有利に使用し、特にこの周縁領域に溝を形成し、機体に固定された
変形可能なシールの端部を収容することによって、レドームを確実に気密封止することが
出来る。この封止機能を実行する手段をレドームの壁の厚みに組み込むことによって、複
数のロッキング手段を壁に対して半径方向により近接させ、これにより、これらのロッキ
ング手段上の力の作用点とこれらのロッキング手段が固定されるレドームの壁との距離に
よって引き起こされる寄生的な（ｐａｒａｓｉｔｅ）曲げ及びせん断効果を制限すること
が出来るようになる。
【００１９】
　センタリング手段は、レドームを閉じたとき機体側の複数のリセプタクルに嵌着する複
数のセンタリングデバイスによって構成されると有利である。レドームの位置決めを容易
に繰り返すことができるという利点に加え、レドームが開閉される都度、これらのセンタ
リング装置は、接合部分の平面に略平行なせん断力に耐える。
【００２０】
　このように、ロックには位置決め機能を果たす役割はないため、ロックは、特に牽引フ
ックロックなどの先行技術で既知の「すぐに取り外し可能な」タイプのロックから選択可
能であり、レドームの外面に対して同一平面にあるレバーの一回の操作でロック又はアン
ロック（ロック解除）することが可能になる。従って、レドームの外側から上記ロックを
アンロックすることが出来るので、業務時間を短縮させてレーダにアクセスすることが容
易になる。このタイプのロックは、ロッキング軸に対して高い抵抗を示すが、この軸に対
して垂直な抵抗は低減するので、低減した抵抗は複数のセンタリングデバイスの存在によ
って補償される。
【００２１】
　複数のロッキングユニットは、複数のセンタリング装置を支持するように使用すると有
利であり、これによって、部品数を制限でき、質量の点で利益を得られ、とりわけ、複数
のセンタリング装置を複数のロッキング装置の取付けポイントにより近接させることが可
能になるため、前記ロッキング装置を容易に支持することができ、結果的にロッキングを
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安全にすることが可能になる。
【００２２】
　少なくとも２つのロッキングユニットが、機体に対してレドームを予め位置決めするた
めの装置を含み、この装置がエラストマー製ワッシャに嵌着するピンによって構成される
と有利である。これらの装置によって前記レドームの嵌着がより容易になる。エラストマ
ーワッシャによって、レドームが機体上に複数のセンタリング装置によって位置決めされ
てしっかりと固定される前に、機体に対する前記レドームの相対的な配置及び保持が確実
に行われる。この事前位置決め装置を前記複数のロッキングユニットに組み込むことによ
って、機体上に設置されるブラケットの数を制限し、質量を減少させることが可能になる
。複数のユニットは、複数の事前位置決めピン又はエラストマーワッシャのいずれかを収
容することが出来、この構成はユニットごとに変更可能である。レドームの寸法又は重量
に対してこの構成が必要となる場合、このタイプの事前位置決めピンは４つ使用される。
【００２３】
　少なくとも２つのピンが、接合部分の平面に略平行な軸に沿ってレドームを連結するよ
うに設計された形状を有すると有利である。レドームが位置決めピンを２つのみ含む場合
、これらのピンはこのタイプのピンであると好ましい。従って、これらのピンは、レドー
ムを取り外すことなく迅速に開放するためのヒンジとして機能する。本発明に従うレドー
ムが軽量であるため、前記のように連結させるためのブラケット及びフレームを設置する
ことなく、複数のエラストマーワッシャによってこのような連結が実現可能になる。複数
のピンが前記複数の剛性のユニットに接続され、複数の剛性のユニットも同様に剛性のモ
ノリシック周縁領域に固定されているので、これら２か所の取付けポイントより、レドー
ムが自重によって損傷する危険がなく、レドームを開放位置に十分に維持できる。
【００２４】
　本発明は、上述した複数の実施形態のいずれかに対応するレドームを含む航空機にも関
連する。
【００２５】
　図１乃至図１１に示す本発明の好適で非制限的な複数の実施形態に即して、本発明を以
下により正確に記述する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明に従うレドームの側方概観図を示す。
【図２】本発明に従うレドーム全体の正面図である。
【図３】前記レドームを航空機の構造体に接続する装置を上から見た詳細図である。
【図４】ロッキング装置を強調した、前記レドームの半径方向面に沿う断面図である。
【図５】航空機側の接続の接合部分に固定されたリセプタクルブラケットの詳細な正面及
び側面図である。
【図６】前記レドームの球状センタリング装置の断面図である。
【図７】航空機の構造体に接合する前記レドームの端部で前記レドームの周縁を封止する
ための装置の一実施形態の断面図を示す。
【図８】航空機の構造体に接合する前記レドームの端部で前記レドームの周縁を封止する
ための装置の一実施形態の断面図を示す。
【図９】前記レドームを航空機の構造体に嵌着する際に前記レドームを予めセンタリング
するための装置の一実施形態の放射面に沿う断面図を示す。
【図１０】前記レドームを航空機の構造体に嵌着する際に前記レドームを予めセンタリン
グするための装置の一実施形態の放射面に沿う断面図を示す。
【図１１】前記レドームを開放するためのヒンジとして前記事前センタリング装置の複数
のピンを使用するための前記ピンの具体的な実施形態を描写する。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図１及び図２において、本発明に従うレドーム（１）は、電磁波を通す材料、好ましく
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はハニカムタイプの複合材料から作られた二重曲率面（１２）を含む。航空機の機体に固
定される接合部分端（１０）から、前記レドームは、複数のロッキング装置（２０）の位
置まで及ぶ剛性モノリシックリング（１１）を含む。この剛性モノリシックリングは、特
にレドームが開放している間、例えば、レドームの下側に配置されたレーダの検査又はメ
ンテナンス作業の間、レドームの形状を維持する。
【００２８】
　また、このリング（１１）の剛性により、より少ない数の機体アンカリング及びロッキ
ングポイントでレドームを機体に対して固定した状態で維持することが出来る。一方、前
記リングの剛性のために、接合部分端（１０）の形状を機体の形状に対して完全に水平に
且つ適応させることが出来ない。レドームの接合部分のリングの形状及び周長を航空機の
機体に適応可能にするため、レドームの構造体に複数のスロット（１００）を形成し、こ
れらのスロット（１００）は、接合部分端（１０）から、モノリシックリング（１１）内
へと続き、モノリシックリング（１１）の端を越えて延びている。前記複数のスロット（
１００）は、このアセンブリの接合部分に対して略垂直であり、従ってこれらのスロット
によってレドームの形状及び周長を適応させることが出来る。
【００２９】
　図３において、スロット（１００）は、２つの部分からなる。その内の第１の部分（２
００）は、略矩形であって、ロック（２０）、好ましくはトグルファスナを有するクラン
プ型ロックを収容可能であるが、この部分（２００）は、接合部分端から、適切なロッキ
ング装置を収容するのに十分な長さに渡って延出する。このノッチ（２００）を延長して
狭スロット（１００）が形成される。
【００３０】
　レドームを搭載予定の航空機上又はテンプレート上で直接機体に対してレドームをレド
ームの形状及び周長を適応させることが出来る。雌型のテンプレートを使用することが出
来ると有利であり、この雌型のテンプレートに対してレドーム（１）の外面がモノリシッ
クリング（１１）のレベルでプレスされる。複数のスロットによって、テンプレートの全
周囲に沿ってリングをテンプレート上に着座させるように制御することによる較正を行う
のに十分な柔軟性がもたらされる。較正後、複数のロッキングユニット（３０）が、図３
及び図４に示すように、複数のスロットに沿ってレドームの内面上に固定される。
【００３１】
　図４において、ロッキングユニットは、ロック配置ノッチ（２００）及びスロット（１
００）にわたるぐらい十分に幅広の基部（３１）を備える。ユニットは、一旦固定される
と、リング（１１）を環状方向に剛性化し、複数のスロット及びノッチによって得られた
柔軟性を解消する。その結果、レドームはテンプレートの形状を保持する。
【００３２】
　次に、レドームはテンプレートから取り出され、複数のロック（２０）が夫々の位置に
設置される。接着及び樹脂性ウェッジ（２２）が、ノッチ（２００）を閉塞するように各
ロックの前方に配置され、スロット（１００）は、短繊維を含むポリスルフィド系マスチ
ック又はエポキシ樹脂によって閉塞される。
【００３３】
　ロッキングユニットの基部（３１）がスロット（１００、２００）にわたるので、一旦
ユニットがレドーム上に固定されると、円周方向及び縦方向の力の流れが、スロット（２
００、１００）に圧力を加えることなく複数のユニットを通過する。ユニット（３０）は
、これらの力の流れに抵抗するように設計される。この荷重伝達を促進するために、レド
ームの接合部分端にあるモノリシック部分（１１）は、ロッキングユニットの基部（３１
）の下に延出することが好ましい。各ロッキングユニットに関して、レドーム上への基部
の着座は、ユニットの基部とレドーム上のユニット支持表面との間に樹脂を介在させるこ
とによる補償較正によって調整される。
【００３４】
　ロッキングユニットは、７０００系から選択された高性能アルミニウム合金から作られ
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、且つ機械加工によって得られると有利である。この実例によれば、ロッキングユニット
は、５００×３００×３００ｍｍ３の体積を占める略プリズム状中空要素の形状を有する
。ユニットの壁の典型的な厚みは、１．５ｍｍ～２．５ｍｍである。このようなユニット
の環状剛性は、レドームの構造的完全性に一部貢献し、航空機の構造体に対するアンカー
ポイントを補強し、従って、これらのアンカーポイントの数を減少することが可能になる
。典型的には、このタイプのアンカー個所の数は、接合部分端の直径が２メートルの広胴
型航空機の前記レドームでは８つにまで減少出来る。
【００３５】
　図４において、ユニットの剛性を利用して、航空機構造体上でレドームをセンタリング
してロッキングするための全ての機能をこれらの要素に集合させると有利である。
【００３６】
　有利な一実施形態によれば、レドームは、複数の球状センタリング装置（４０）及び複
数のラッチフック（２１）によって航空機に接続される。好ましくは、これらは両方とも
複数のリセプタクルブラケット（５０）を用いて航空機構造体に接続され、各リセプタク
ルブラケットは、対向するロッキングユニットのセンタリング球体（４０）を収容するよ
うに設計されたγ／２の円錐角を有する円錐状リセプタクル（５１０）と、フック（５１
）用接続ブラケットを収容する線条領域（５２０）とを含む。リセプタクルブラケット（
５０）は、例えば、チタンＴ４０から作られ、同様にチタン製の複数のねじによって航空
機構造体に固定される。
【００３７】
　球状センタリング装置は、好ましくは、チタンとの摩擦係数が小さい銅、錫、及び鉛を
含む可鍛ブロンズ系材料から作られ、静荷重に耐えることが出来る。センタリング装置（
４０）の球状部分の典型的な直径は１４～２２ｍｍである。
【００３８】
　複数のセンタリング装置は、ボルトによって複数のユニット（３０）の端部に固定され
る。この目的のため、図６に示すように、センタリング装置の球状部分とともにショルダ
（４２０）を形成するように、センタリング装置の球状部分を延長してねじ付きピン（４
１０）が形成される。ピン（４１０）は、航空機構造体との接合部分側のロッキングユニ
ット（３０）の端部にある孔（３４０）に適応され、このピンの端部にねじ止めされたナ
ット（４２）によって適切な位置に保持される。センタリング装置のショルダ（４２０）
は、ロッキングユニット（３０）の前面（３２０）に接触する。この前面（３２０）は、
レドームの組付け平面（１０）と平行であり、理想的にはこの平面に含まれる。
【００３９】
　フック用接続ブラケット（７０）は、ロッキングピン（７１０）の半径方向距離をレド
ームの長手軸に対して調整可能にする溝付き接合部分面（５２０）を用いてリセプタクル
ブラケット（５０）に接続される。フックの取付けポイントは、レドームの表面に対して
半径方向に出来るだけ近接して配置されると有利である。レドームの長手方向には、ロッ
キングピン（７１０）が、複数のユニット（３０）の前面上の複数のセンタリング装置の
ベアリング面（３２０）に出来るだけ近接して配置される。理想的には、所与のユニット
に関して、ロッキングピンの長手方向は、図５に示すセンタリング球体にかかる合力の方
向円錐内に配置される。この円錐角γの頂点は、球体の長手軸と前記ユニット上の球体の
ベアリング面（３２０）との交差点に位置される。これらの位置決め原理は、レドームの
構造体における曲げモーメントを減少出来、従って、取付装置の質量を減少可能であるこ
とを意味する。実際的観点から、ロッキングユニット上の前記球体のベアリング面（３２
０）と前記フック受けピン（７１０）との長手方向距離が３０ｍｍ未満の場合にこの条件
が満たされる。
【００４０】
　球体（５０）によって、航空機構造体とレドームとの間で、半径方向位置決め、及び半
径方向及び環状方向の力の伝達が確実に行われる。フックを用いるロック（２０）によっ
て、長手方向取付けが確実に行われ、気密性及び空気力学的連続性が確保されるようにレ
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ドームと航空機構造体との接合部分が圧迫される。フックの取付けピン（７１０）をユニ
ット上の球体のベアリング面（３２０）に長手方向により近接させることによって、フッ
クが操作される時の複数の球体の、そのハウジング内での支えを得ることが出来る。セン
タリング装置は、ロッキングフックが牽引力を加えている時、レドームを軸方向に保持す
ることにも寄与する。
【００４１】
　このように、航空機構造体と完全に水平な状態を確保しつつ、レドームを容易且つ迅速
に開放可能であるように、これらの様々な手段が協働する。実際には、航空機構造体に対
するレドームのセンタリングは、スロット（２００、１００）によってもたらされるレド
ームの形状の順応性によって確実に行われる。このように、これらのセンタリング装置（
４０）は、調整可能なリセプタクル（５１０）に取付け可能であり、結果的に遊びを含ま
ず取付けられる。従って、センタリング装置は、航空機との接合部分に効果的にせん断力
を伝達することが出来、従って、レドームが、迅速且つ容易に操作可能な一連の牽引フッ
クロックによって航空機の機体に接続されることが出来る。
【００４２】
　図７及び図８において、航空機機体と前記レドーム接合部分端との間の接合部分の周縁
上にはシール（８０、８１）が配置される。好ましくは、シールを固定するために構造体
に形成された溝又は孔内へのクリッピングによってシールは航空機構造体（Ｃ０）に固定
される。シール（８０、８１）の他端は、レドームの端部のモノリシック部分（１１）に
接合部分平面（１０）に対して垂直に形成された溝（１１０）に収納される。レドームの
端部を航空機に対して長手方向に近接させるという複数のロック（２０）の作用によって
、溝上のシールが押し込まれ、従って、レドームの周縁の密閉性が確保され、更にシール
が溝（１１０）内で保護される。
【００４３】
　図９及び図１０において、航空機構造体上へのレドーム（１）の設置は、事前センタリ
ング装置によってより容易になる。これらの事前センタリング装置は、各々、ピン（９０
）、及びこのピン（９０）を収容するように設計された中心孔を含み且つこの孔に対する
位置及び方向が僅かにずれているピン（９０）を支持するのに十分な半径方向の柔軟性を
示すエラストマー製ワッシャ（９１）を含む。図９に示すように、事前センタリングピン
（９０）は、航空機構造体上に設置され、複数のエラストマーワッシャ（９１）はロッキ
ングユニット上に設置される。或いは、図１０に示すように、事前センタリングピン（９
０）はロッキングユニット（３０）に固定され、エラストマーワッシャ（９１）は航空機
構造体に固定される。ピン（９０）及びエラストマーワッシャ（９１）の長さ及び位置は
、球状センタリング装置が夫々のリセプタクルに進入する前にピンがワッシャに進入する
ような長さ及び位置である。このタイプの少なくとも４つの事前センタリング装置を接合
部分端でレドームの円周周りに配置し、分布させると有利である。
【００４４】
　図１１において、有益な実施形態によれば、好ましくは前記レドームの上部に位置する
事前センタリングピン（９００）のうちの２つが、フック形状を有し、対応するロッキン
グユニット（３００）の基部に固定される。これらの特殊なピンは、他の事前センタリン
グピン（９０）を収容するワッシャ（９１）と比較して、半径方向の弾性が減少したエラ
ストマーワッシャ（９３）の中心に配置される。これらのピン（９００）の特殊な形状と
は、ピン（９００）がレドームを開放するためのヒンジとして使用可能であるということ
であり、従って、レドームを取り外すことなくレーダにアクセスできるようにレドームを
開放可能である。
【００４５】
　以上の記述は、本発明の様々な特徴及びその利益を介して、本発明がそれ自体で設定し
た目的を実現することを明確に説明するものである。特に、本発明は、質量の点で不利益
をもたらすことなく迅速に開放又は除去可能である点は維持しつつ、機体に適応させ且つ
水平に保たせる質を向上させたレドームを製造可能にする。
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【符号の説明】
【００４６】
　１　　レドーム
１０　　（機体の）接合部分端／組付け平面
１１　　（剛性）モノリシックリング
１２　　二重曲率面
２０　　ロッキング装置（ロック）
２１　　（ラッチ）フック
２２　　接着及び樹脂性ウェッジ
３０　　（ロッキング）ユニット
３１　　基部
４０　　（球状）センタリング装置
４２　　ナット
５０　　リセプタクルブラケット／球体
５１　　フック
７０　　フック用接続ブラケット
８０　　シール
８１　　シール
９０　　（センタリング）ピン
９１、９３　　エラストマー製ワッシャ
１００　　スロット
１１０　　溝
２００　　スロット／（ロック配置）ノッチ
３００　　ロッキングユニット
３２０　　（ロッキングユニットの）前面／（球体の）ベアリング面
３４０　　孔
４１０　　ピン
４２０　　ショルダ
５１０　　（円錐状）リセプタクル
５２０　　線条領域（溝付き接合部分面）
７１０　　ロッキング（取付け）ピン
９００　　（事前センタリング）ピン
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